


















のち、 93年から 97年まで商学部長に就任されました。 98年から 2000年まで体育部長、さらに 06年4月か
らは人文科学研究所長をおつとめになって、退職間際まで専修大学の教育・研究の発展に尽力されていま
す。先生が同僚から推されて各組織の長になられた大きな理由は、先生の温厚かっ「大陸的」でおおらかな
お人柄にあったのではなかろうかと拝察いたします。
殿村先生の研究領域は幅広く多岐にわたっていますが、そのなかで「明薬事」を素材にして数度にわたって
お書きになった論考は大変興味深いものがあります。織物の媒染剤として不可欠な「明饗Jに焦点をあて
て、中世地中海世界から毛織物工業で台頭する「新興工業国Jイギリスへ、そして最後は日本にまで視野を
広げて、明薬事の生産やビジネスのあり方、それに携わる「企業家」の姿を考察されています。同じ商業史を
担当する者として多くの示唆を与えられました。
以上のように、殿村晋一先生は商学部40年の歴史を身をもって支えてこられた方でもあります。「大学冬
の時代」に直面して学部の真価が改めて関われる時代となりました。商学部は一丸となってこの厳しい時代
を乗り切り、さらなる発展を目ざそうとしております。そうした私たちに対して、今までと変わらぬご叱正
とご教示を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
2007年11月吉日
商学部長川村晃正
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